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甲府やまなみ甲府やまなみ
ワイズメンズクラブワイズメンズクラブ

●甲府やまなみクラブ会長主題●甲府やまなみクラブ会長主題 ： 継続は力なり継続は力なり　　

　　～　　～困難があってもバランスを保ちながら進み続けましよう困難があってもバランスを保ちながら進み続けましよう～　　～　　松本　公夫松本　公夫 

●あずさ部長主題 ： 親睦と CS 活動を部の原動力として外へ飛び出そう !! 大和田浩二 ( 松本 )

●東日本区理事主題 ： 挑戦無くして進化なし　　　山下　真 （十勝）

●アジア太平洋地域会長主題 ： アジア太平洋地域をブルーミュージックで目覚めさせる　ラチャン ・ マニカーン （タイ）

●国際会長主題：ブルーミュージックで眠れる巨人を目覚めさせる　ヨハン・ヴィルヘルム・エルトヴィク 

                                                                                                                          ( ノルウェー)

2026年 2026年 1010月月
    No.49No.49

●今月の強調目標●今月の強調目標
●今月のことば●今月のことば

「人間万事塞翁が馬」「人間万事塞翁が馬」         　         　                                                              

               淮南子・人間君(中国の思想書)より　　　　　　 　　　　　　 遠藤　恭範 君 選

 9月のデータ9月のデータ今月の例会案内 ( 第 49 回 )今月の例会案内 ( 第 49 回 )　

ハッピーバースデーハッピーバースデー

甲府クラブとの合同例会

会員数:12名 　例会出席:9名  例会出席率:75％ 

甲府クラブ:メン8名、メネット:2名

ビジター:大和田浩二(あずさ部部長・松本)  

ゲスト:土肥満(卓話講師)、永井愛子(山梨いのち

の電話)、山梨YMCAスタッフ5名　

ニコニコ:9,401円(熊本地震支援金へ)  

【9月2日(水) 甲府クラブとの合同例会(山梨YMCAにて)】【9月2日(水) 甲府クラブとの合同例会(山梨YMCAにて)】

ASFASF

●日時日時 : 2026年10月3日（土）18:00〜20:00

●会場会場 : 魚そう北口分店

●会費 会費 : 4,000円

　 ・開会点鐘　　　　           　　　松本 公夫　会長

・ゲスト、ビジター紹介　　　　　　　　　　　 司会者

・会長あいさつ　　          松本 公夫　会長

・今月のことば         　    　　　遠藤 恭範   君 

・ワイズディナー(懇親)

・諸報告

・ハッピーバースデー＆アニバーサリー

・閉会点鐘                            松本 公夫　会長

メン              渡邉　  隆　     (10/28)

パートナー　　藤原チョンラダー(10/8)
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▼甲府・甲府やまなみの合同例会に出席させて頂

き、土肥さんからの不登校問題への取り組みのお話

しを伺うことが出来感謝です。あずさ部の最古参と最

新鋭のクラブの今後に期待大です! 　 (大和田浩二)

▼第3回合同例会の企画を有難うございました。土

肥先生、卓話有難うございました。これからもよろしく

お願いもうしあげます。                         (小倉恵一)

▼山梨YMCAの不登校問題への取り組みの卓話を

いただきました。内容は奥深く、難かしく簡単には解

決できない問題でもあります。               (松本公夫)

▼甲府・甲府やまなみワイズ例会で旧友と一緒させ

ていただき有難うございます。　　　          (渡邉　隆)

▼「くらんく」で「プラスチックの海」というドキュメンタ

リー映画を上映しました。その内容に強く興味を示さ

れた環境活動をされているリーダーが他のメンバー

にも観てもらいたいと、再上映を企画し多くの人に観

て頂けました。地域を、海を、地球を守ると人々も守

られるのではと感じます。そのお手伝いができた喜

びを献金に捧げさせて頂きました。        (和田幸士)

▼不登校問題には本人、家族だけの問題ではな

く、周りの環境も大切ということが改めて良く分かりま

した。また、YMCAがこのことについて子どもが活躍

できる場をつくれると良いと思いました。 (田草川啓)

仙洞田 安宏仙洞田 安宏

▼▼山梨 Yの不登校への取り組みを知る山梨 Yの不登校への取り組みを知る▼▼

▼▼9月例会ニコニコメッセージより9月例会ニコニコメッセージより▼▼

　猛暑も峠を越えた9月2日(水)、甲府クラブとの合同

例会が山梨YMCAで開催されました。前年度に引き

続き、今年度も継続することになり、今回はやまなみ

の当番で実施しました。

やまなみ松本会長の開会

点鐘、両クラブ会長の挨

拶の後、部長公式訪問の

大和田浩二あずさ部部長

(松本)からもご挨拶いた

だきました。『いつかは長

野にYMCAを』との大和

田さんの熱い思いが伝わ

るご挨拶でした。

　いつもよりちょっと豪華な弁当のワイズディナーの

後、山梨YMCA南西教室管理者及び教育心理研究

所代表の土肥(どひ)満さんから「山梨YMCAの不登

校問題への取り組み」と題した卓話をお聴きしまし

た。不登校問題については、ワイズ国際協会のTOF

献金から総額15,000スイスフラン(日本円で約250万

円)が支給されることになり、3ヵ年計画で実施される

ことになりました。これまで、とちぎ、東京、茨城、そし

て山梨の各YMCAの不登校問題活動をサ

ポートしています。そんな経緯から今回の卓話

をお願いしました。

　土肥さんは関西のご出身ですが、山梨の小

中学校の教員-特に特別支援学級等-として

携わってこられ、定年退職とともに山梨YMCA

へ入職されました。現役時代の経験を活かし、

子どもの「こころ」の問題に取り組むべく山梨

YMCAでさまざまなプログラムを立ち上げてい

ます。卓話では、不登校の定義や現状、増加

の背景等を説明され、山梨YMCAの取組みを

具体的に紹介されました。2021年6月に新規

開設した「放課後等デイ

サ ー ビ ス ・ き ら き ら プ ラ

ス 」 、 高 校 生 の 心 の サ

ポート「ココカラゼミ」、ま

た山梨英和高校通信制

との連携、さらに昨年4月

から始まったフリースクー

ル「わいわいクラブ」等、子

どもを取り巻く諸課題に、

YMCAの存在が必要であ

ることを実感することが出来ました。この卓話部分には

山梨YMCAのスタッフ5名も聴講しました。

　その後の諸報告では、ゲスト出席された山梨いのち

の電話の永井愛子さんからチャリティーコンサートの

案内、田草川担当主事からYMCAバザー実行委員

会のお知らせ等がありました。最後に甲府クラブ小倉

会長の点鐘で閉会となりました。なお、ニコニコ献金

は熊本地震への支援金としてYMCAへ捧げました。

　出席者(敬称略):やまなみ:松本・米山・渡邉・大

澤・和田・遠藤(恭範)・藤原・仙洞田・田草川、甲府:

小倉恵一・渡辺徳之・標克明・田中克男・ピーター

マウントフォード・石川和弘・丹後佳代・中田純子、メ

ネット:小倉香苗・標恭子、ビジター:大和田浩二、ゲ

スト:土肥満・永井愛子

【【大和田浩二大和田浩二あずさ部部長あずさ部部長】】

【【卓話講師・卓話講師・土肥満様土肥満様】】
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♣ やまなみ農園だよりやまなみ農園だより ♣

<大根の種まき><大根の種まき>

　農作業も近年は異常気象に翻弄されています。大

根の種まきが雨続きで遅くなりました。9月4日、5日に

渡邉さんが耕運機で耕運しましたが、その後の雨続

きですぐにできず、9月19日(土)にやっと実行できま

した。雨の合間を見ての急な日程だったので、都合

がつかない人もあり、参加者は、渡邉、和田、仙洞

田、それにいつも協力してくれている甲府クラブの

ピーターさんでした。この日の後も台風25号の接近

で種が流れないか心配でした。

♥♥  山梨YMCAチャリティーバザー山梨YMCAチャリティーバザー  ♥♥
　 1 1 月 3 日

( 火 ・ 文 化 の

日)に開催さ

れる、第66回

山 梨 Y M C A

チ ャ リ テ ィ ー

バ ザ ー の 実

行委員会が9

月7日、9月28

日にあり、準

備が始まりま

した。やまな

みクラブは、

昨 年 同 様 味

噌かりんとう、

世界のコーヒー、フランクフルト等の販売を担当しま

す。今年は本館と保育園の間にフェンスで囲われた

砂場ができたため、売り場の位置がいつもとは変更

になりました。

　また、大型テントとタレントショーのステージ設営を

今年も遠藤(恭)さんの会社が協力します。

●献品に協力下さい●献品に協力下さい

✓食料品…海苔・乾物・缶詰・調味料・飲料・お茶・

インスタント食品等(未開封で賞味期限内のもの)

✓雑貨(新品・未使用品)…食器・タオル・シーツ・洗

剤・電化製品・手芸品

✓書籍(文庫本・漫画・児童書)・CD・DVD・ブルーレ

イ等の中古品も大歓迎です。

✓商品券…ビール券・ギフト券・お米券・図書カー

ド・QUOカード・未使用切手等

●10月23日(金)●10月23日(金)までに山梨YMCAへ届けて下さい。

自宅まで引き取りも可能です。ご相談ください。

【9月19日やまなみ農園にて・撮影ピーターさん】【9月19日やまなみ農園にて・撮影ピーターさん】

✓10月3日(土)　やまなしグローバルフェスタ2026

　　　　　  　          (甲府駅北口よっちゃばれ広場)

✓10月19日(月)　バザー実行委員会(山梨YMCA)

✓10月21日(水)　役員会(山梨YMCA)

✓11月3日(火・祝)　山梨YMCAバザー・11月例会

✓11月8日(日)  やまなみ農園・サツマイモ収穫

✓11月15日(日)ソライチ(甲府駅ペデストリアンデッキ)

✓11月23日(月・祝) 銀河鉄道の森デイキャンプ

✓12月 2日(水)  12月例会(山梨YMCA)

✓12月12日(土)　グランドあずさの集い(松本市)

✓12月16日(水)  役員会(山梨YMCA)

✓12月20日(日)ソライチ(甲府駅ペデストリアンデッキ)

♦ これからの予定 これからの予定 ♦ 

▼ 今月のことば今月のことば ▼

　昔、国境の砦近くに住む老人（塞翁）の馬が逃

げましたが、のちに優れた駿馬を連れて戻ってき

ました。人々が祝福すると、老人は「災いになるか

も」と言い、その通り息子がその馬から落馬して足

を骨折しました。一同が慰めると、今度は「福にな

るかも」と言い、やがて戦争が起きた際、息子は骨

折のおかげで兵役を免れ命が助かりました。

　この一連の出来事から、将来のことは予測でき

ないと、幸せなことが不幸に、不幸なことが幸せに

いつ転じるか分からないので物事に一喜一憂しな

い、右往左往しないというたとえです。座右の銘に

している著名人も多く、塞翁が馬を用いて松井秀

喜さんは「いかなる状況でも沈着冷静に俯瞰する

不動心」と、山中伸弥さんは「だから人生は面白

い」と関連付けてお話をされています。私は「だか

ら人生は面白い」のタイプです。

遠藤恭範遠藤恭範
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山梨YMCA総主事
               中田 純子               中田 純子

　秋の深まりとともに実りの季節を迎えました。

　いよいよYMCA2大イベントの一つである「チャリ

ティーバザー」が、11月3日「文化の日」の開催に向

けて本格始動いたしました。本事業はワイズメンズク

ラブとの大切な協働事業であり、今年度は甲府21ワ

イズメンズクラブの佐藤重良ワイズメンに実行委員長

をご就任いただき、地域社会へ貢献することを目的

として準備を進めております。

今年は「地域」「感謝」「こども」「環境」という4つの

キーワードを掲げました。地域貢献を第一に考え、こ

の場所で事業活動を行わせていただける感謝の気持

ちを示すとともに、子どもとご家族が心から楽しめる環

境を整え、YMCAの活動へ繋げていく所存です。

　こうした協働を支える原動力となっているのが、日

頃の例会で培われる絆と対話です。それぞれの例

会には、あずさ部の各クラブやDBCのワイズメンと

いった温かいゲストをお迎えし、素晴らしい出会いと

交流が生まれております。毎年集う例会だからこそ

「この日この時に再会できる」仲間がいることは大き

な喜びであり、卓話者の方々による心沁みるお話も

また、私たちの心を豊かに満たしてくれています。

　去る甲府・やまなみ合同例会では、YMCAの土肥

スタッフが卓話者となり、国際TOF助成金事業であ

る昨年度のフリースクール活動その他の報告、今年

度の教育フォーラム実施に向けた方向性が共有さ

れました。現場の歩みと今後の展望を分かち合い、

YMCAの課題を自分たちの課題として背負ってくだ

さるワイズの存在こそが協働の根幹であり、大変力

強い励みとなっております。あわせてワイズメンの皆

様とのユース活動支援についての対話を通じて、こ

の歴史を次の世代へどのように継承し発展させてい

くか、未来予想図を描くための貴重なヒントもいただ

きました。

　さらに、甲州勝沼ぶどうの丘での「ぶどう棚下例

会」において旬の味覚や地の恵みを味わいながら

育まれた和やかな親睦、富士五湖ワイズメンズクラ

ブによる世界遺産・富士山五合目の佐藤小屋での

「富士山例会」は、ボランティア精神の原点に立ち返

るきっかけとなりました。各地で深められたワイズメン

との絆は、YMCAを支え続けていただく基盤です。

　これまで紡いできた歩みと絆を力に、11月3日のバ

ザーをはじめ、これからもそれぞれの地域で愛を届

け世界に広げよう「幸せの輪〇」を。

「チャリティーバザー始動と秋の例会から」「チャリティーバザー始動と秋の例会から」

埋め草通信埋め草通信

「この日この時に再会できる」仲間がいることは大き

な喜びであり、卓話者の方々による心沁みるお話も

還ってきた読書会還ってきた読書会

　1970年から続いている小さな読書会があります。連

雀にあった山梨YMCA旧館の一室を会場に始まりま

した。その後、何度か会場が変わり、2002年頃から

は市内の喫茶店の一室を借りて続けてきました。私

は1984年から、この読書会の一員になっています。

　この春、その喫茶店が閉店することになり、新しい

会場を探すことになりました。そこで思いついたの

が、YMCA本館の北にある「みずがきの家」です。1

階の史料展示室の半分には、ちょっとした集会に利

用できるスペースがあります。現在の読書会のメン

バー5人には丁度良い空間です(下写真)。

　この史料展

示 室 に 関 し

ては、「史料

展示室運営

委員会」があ

り、私もその

一 員 に な っ

ています。委

員会ではそ

の活用を模索していたところなので、「渡りに船」と思

い早速YMCAに打診し、承諾を得ました。

　YMCAで始めた読書会が場所は違えどYMCAに

還ってきた訳で、当初からのメンバーには感慨深い

ものがあるのではと思います。

　史料展示室には、YMCA関係のものは勿論、ワイ

ズメンズクラブの史料も保管されています。特に、

「ハイY(高校YMCA)」に関するものは、他のYMCAか

らも注目されるほどの充実したものとなっています。

申し込みすれば、誰でも利用できますので活用して

ください。

　蛇足ですが3年

前、「小さな読書会

50年の歩み」という

小冊子を作製しま

した(右写真)。読書

会は今年で56年に

なりますが、4年後

の60年には還暦と

い う こ と で 会 場 も

還 っ て き て メ デ タ

シ、メデタシです。

仙洞田 安宏仙洞田 安宏


